
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 名古屋工業大学 
設置者名 国立大学法人名古屋工業大学 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

工学部第一部 

生命・応用化学科 
夜 ・

通信 

 14 

8 22 13  

物理工学科 
夜 ・

通信 
8 22 13  

電気・機械工学科 
夜 ・

通信 
39 53 13  

情報工学科 
夜 ・

通信 
8 22 13  

社会工学科 
夜 ・

通信 
49 63 13  

創造工学教育課

程 

夜 ・

通信 
108 122 13  

工学部第二部 

物質工学科 
夜 ・

通信 

 8 

10 18 13  

機械工学科 
夜 ・

通信 
10 18 13  

電気情報工学科 
夜 ・

通信 
20 28 13  

社会開発工学科 
夜 ・

通信 
8 16 13  

（備考） 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
本学ホームページの「教育・学部・大学院・センタ―」から，「シラバス・カリキュラム」 

を選択し，「名古屋工業大学シラバス公開システム」（http://syllabus.ict.nitech.ac.jp/）

を開き，４つのタブから「シラバス検索」を選択し，検索項目の「実務経験のある教員に

よる授業科目」にチェックをして検索する。 

３．要件を満たすことが困難である学部等 
学部等名 該当なし 

（困難である理由） 

http://syllabus.ict.nitech.ac.jp/


  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 名古屋工業大学 
設置者名 国立大学法人名古屋工業大学 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
https://www.nitech.ac.jp/intro/officer.html 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

常勤 前職 一般社団法人 

２年 

（2018年 4月 1

日から 2020 年

3 月 31 日） 

総務，労務，財務担

当 

    

（備考）国立大学法人法別表にて定める理事の員数３名 

 

  

https://www.nitech.ac.jp/intro/officer.html


  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 名古屋工業大学 

設置者名 国立大学法人名古屋工業大学 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表して

いること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

名古屋工業大学では，毎年１月～３月に，シラバス入力期間を設定し，

シラバス教職員用マニュアル及びシラバス記入例に基づき，授業科目担当

教員が次年度向けシラバスを作成し，３月中に本学公式 HP に公開してい

る。シラバスは毎年度更新し，内容改善や記入漏れを防ぐため，科目区分

に応じシラバス確認者を明確にして，教務学生委員会委員又は教育類長・

専攻長が点検を行い，フィードバックする仕組みとなっている。 
 

授業計画書の公表方法 http://syllabus.ict.nitech.ac.jp/index.html 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 

名古屋工業大学では，IC カードによる学生出欠管理システムにより授業

科目担当教員は出欠状況を確認すると共に，授業評価アンケートにより学

修意欲の把握に努めている。 

各授業の成績評価方法はシラバスに公開し，レポート，小テスト，中間

試験，期末試験等の組合せにより，多様な評価観点を基に適正に評価して

いる。 

また，卒業研究については，「卒業研究着手条件等」を定め，入学時に学

生生活案内により周知する他，毎年進級時に在学生ガイダンスにおいても

周知している。その条件を満たした者が卒業研究に着手することとしてい

る。卒業研究の評価にあたっては，卒研プロセス達成度評価におけるルー

ブリックを導入すると共に，公聴会による最終発表会を経て，合否による

判定を行っている。 

 

http://syllabus.ict.nitech.ac.jp/index.html


  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

成績評価の客観的な指標として GPA 制度を導入し，GPA に基づく成績評

価の方法を学生生活案内と公式 HP に公表している。 

秀（S），優（A），良（B），可（C），不可（D）の５段階の成績評価に応じて，

４から０までの GP（Grade Point）をつけ，各履修登録科目の単位数に GP

を乗じ，その総和を履修登録した科目の単位数の合計で除した数値の小数

点以下第三位を四捨五入して GPA を算出し，当該年次までの累計 GPA を算

出し学業成績票に記載している。 

また，よりきめ細やかな履修指導を行うため，GPT (Grade Point Total)

も活用している。 

さらに，専門分野別に GPA を把握するシステムを構築，個々の学生の成

績状況を把握し，半期毎の修学指導及び分野分属の決定，卒業研究着手可

否の判定に活かしている。 
 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
https://www.nitech.ac.jp/edu/syllabus/result.

html 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

名古屋工業大学では，ディプロマ・ポリシーを定め，人間，文化，社会を

理解し，それらを技術的観点から考察する能力と技術を新しい生活につな

ぐ強い使命感・責任感・高い倫理観をもち，工学技術者が果たすべき責任

をよく理解し，工学の専門知識と経験を有した者に学位を授与している。 

 ディプロマ・ポリシーはカリキュラム・ポリシーと連動して定められて

おり，即ち，カリキュラム・ポリシーに基づく各科目の履修基準を達成す

ることにより，ディプロマ・ポリシーを満たすこととなっている。 

また，第一部にあっては４年以上，第二部にあっては５年以上在学し，

名古屋工業大学教育課程履修規程卒業認定基準に定める授業科目及び単位

数を修得した者については，教授会の議を経て，学長が卒業を認定してい

る。 
 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://www.nitech.ac.jp/edu/syllabus/recogni

tion.html 
 

  

https://www.nitech.ac.jp/edu/syllabus/result.html
https://www.nitech.ac.jp/edu/syllabus/result.html
https://www.nitech.ac.jp/edu/syllabus/recognition.html
https://www.nitech.ac.jp/edu/syllabus/recognition.html


  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 名古屋工業大学 

設置者名 国立大学法人名古屋工業大学 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.nitech.ac.jp/intro/corporative/zaimu/index.html 
収支計算書又は損益計算書 https://www.nitech.ac.jp/intro/corporative/zaimu/index.html 
財産目録 https://www.nitech.ac.jp/intro/corporative/zaimu/index.html 
事業報告書 https://www.nitech.ac.jp/intro/corporative/zaimu/index.html 
監事による監査報告（書） https://www.nitech.ac.jp/intro/corporative/zaimu/index.html 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 
単年度計画（名称：平成３１年度国立大学法人名古屋工業大学年度計画 

                             対象年度：2019 年度 ） 

公表方法：https://www.nitech.ac.jp/intro/corporative/plan/index.html 

中長期計画（名称：国立大学法人名古屋工業大学中期計画 

                          対象年度：2016～2021 年度） 

公表方法：https://www.nitech.ac.jp/intro/corporative/plan/index.html 

 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：https://www.nitech.ac.jp/release/hyoka.html 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：https://www.nitech.ac.jp/release/hyoka.html 

 

  

https://www.nitech.ac.jp/intro/corporative/zaimu/index.html
https://www.nitech.ac.jp/intro/corporative/zaimu/index.html
https://www.nitech.ac.jp/intro/corporative/zaimu/index.html
https://www.nitech.ac.jp/intro/corporative/zaimu/index.html
https://www.nitech.ac.jp/intro/corporative/zaimu/index.html
https://www.nitech.ac.jp/intro/corporative/plan/index.html
https://www.nitech.ac.jp/intro/corporative/plan/index.html
https://www.nitech.ac.jp/release/hyoka.html
https://www.nitech.ac.jp/release/hyoka.html


  

（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 工学部 

教育研究上の目的 

（公表方法：https://www.nitech.ac.jp/release/edu/purpose.html） 

（概要） 

名古屋工業大学は，学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号）第 83 条第１項

にのっとり，広く工学に関する学術の教授並びに研究を行い，世界の平和と

人類の幸福とに貢献し得る人間の育成に努めることを目的とし，併せて我

が国の産業と文化の発展に寄与することを使命とする。 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：https://www.nitech.ac.jp/edu/policy_diploma.html） 

（概要） 

工学部第一部：名古屋工業大学工学部は，教育理念に従って次の専門知識や

能力を有する技術者を輩出する。名古屋工業大学学則で定める卒業認定の

要件を満たした学生に学士の学位を授与する。 

〈高度工学教育課程〉（高度工学教育課程とは，生命・応用化学科，物理工

学科，電気・機械工学科，情報工学科及び社会工学科の５学科の総称をさ

す。） 

1.   １．人間，文化，社会を理解し，それらを技術的観点から考察する能力    

       と技術を新しい生活につなぐ強い使命感・責任感，高い倫理観 

2.   ２．現象の理解・操作のための数理的基礎知識と科学的素養 

3.   ３．国内外の人々と対話できるコミュニケーション力と論理的思考力 

1.  ４．基幹となる専門分野の基盤的な知識・技術とこれによって課題を解  

決する能力，新たな知識・技術を習得する能力 

2.   

3.   高度工学教育課程において学士の学位が与えられるものは，工学技術者

が果たすべき責任をよく理解し，工学の専門知識と経験をもち，他の分野の

人材との協働によって新たな技術の創出に貢献することのできる人物であ

る。 

1. 〈創造工学教育課程〉 

2.   １．人間，文化，社会を理解し，それらを技術的観点から考察する能力        

3.    と技術を新しい生活につなぐ強い使命感・責任感，高い倫理観 

4.  ２．現象の理解・操作のための数理的基礎知識と科学的素養 

4.  ３．国内外の人々と対話できるコミュニケーション力と論理的思考力 

5.  ４．基幹となる専門分野の基礎知識と他の分野の知識・技術を関連づけ 

6.       多面的に見ることで新たな価値を創出する能力 

創造工学教育課程において学士の学位が与えられるものは，工学技術者

が果たすべき責任をよく理解し，工学に関する専門知識と経験及び俯瞰的

https://www.nitech.ac.jp/release/edu/purpose.html
https://www.nitech.ac.jp/edu/policy_diploma.html


  

な理解をもち，多様な人材との協働によって新たな価値の創出に貢献する

ことのできる人物である。 

1. 工学部第二部：名古屋工業大学学則で定める卒業認定の要件を満たすとと

もに，学士課程を通じて修得すべき次の知識及び能力を有する者に学士の

学位を授与する。 

１．現象の理解・操作のための数理的基礎知識と科学的素養 

２．歴史，文化，社会への理解と技術的観点から考察する能力と技術を

新しい生活につなぐ強い使命感，責任感，高い倫理観 

３．国内外の人々と対話をできるコミュニケーション力と論理的思考力 

４．基幹となる専門分野の基盤的な知識・技術と新たな知識・技術を習 

2.    得する能力 
 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.nitech.ac.jp/edu/policy_curriculum.html） 

（概要） 

工学部第一部：名古屋工業大学では教育理念に従って人材を育成するため，

以下の観点から，教育課程を編成している。工学部は，高校までに学んだ基

礎学力の上に，工学技術者の使命への理解，社会や現象を解析・操作する能

力，工学の専門知識とこれを活用する能力を身につけ，未来社会をつくりだ

す人材を育成する。 

〈高度工学教育課程〉（高度工学教育課程とは，生命・応用化学科，物理工

学科，電気・機械工学科，情報工学科及び社会工学科の５学科の総称をさ

す。） 

1.  １．人間，文化，社会を理解し，それらを技術的観点から考察する能力       

2.    及び技術を新しい生活につなぐ強い使命感・責任感，高い倫理観を       

3.    身につける。そのため，学習への態度とキャリア像を涵養させる 1 

4.    年次前期の科目の後，技術的観点から人間，文化，社会を考察する 

5.    力を養う人間社会科目と，技術を新しい生活につなぐ強い使命感・ 

6.    責任感，高い倫理観を養う産業・経営リテラシー科目を学習させる。 

7.  ２．現象の理解・操作のための数理的基礎知識と科学的素養を身につけ 

8.    る。そのため，自然科学基礎科目と各分野の専門科目において数理 

的基礎を学習させる。 

３．国内外の人々と対話できるコミュニケーション力と論理的思考力を

身につける。そのため，グローバルコミュニケーション科目を置く。

また，専門科目の実験・演習と卒業研究においてグループでの作業・

議論・発表を通じてこれらの能力を涵養する。 

４．基幹となる専門分野の基盤的な知識・技術と新たな知識・技術を習得

する能力を身につける。そのため，専門科目を置き，他の分野の科目

を履修させる。専門分野の卒業研究において知識・技術を総合し創造

する能力，知識・技術を自ら習得する能力を養う。 

https://www.nitech.ac.jp/edu/policy_curriculum.html


  

以上によって効果的な教育を行うため，共通科目と工学分野ごとの体系

的専門知識を 1 年次から 4年次まで段階的に修得し，専門と共通科目の知

識の相互関連を意識できるよう学習をする。 

〈創造工学教育課程〉 

1.  １．人間，文化，社会を理解し，それらを技術的観点から考察する能力      

2.    及び技術を新しい生活につなぐ強い使命感・責任感，高い倫理観を       

3.    身につける。そのため，学習への態度とキャリア像を涵養させる 1     

年次前期の科目の後，技術的観点から人間，文化，社会を考察する      

力を養う人間社会科目と，技術を新しい生活につなぐ強い使命感・           

責任感，高い倫理観を養う産業・経営リテラシー科目を学習させる。    

4.  ２．現象の理解・操作のための数理的基礎知識と科学的素養を身につけ     

5.       る。そのため，自然科学基礎科目と各分野の専門科目において数理          

6.       的基礎を学習させる。 

３．国内外の人々と対話できるコミュニケーション力と論理的思考力身

につける。そのため，グローバルコミュニケーション科目をおく。ま

た，グループでの議論・発表・作業を通じてこれらの能力を涵養する。 

４．基幹となる専門分野の基礎と他の分野の知識・技術を関連づける能

力を身につける。基幹となる専門分野の基礎を学ぶため，主軸専門

科目を置く。また，創造工学設計科目で他の工学分野を含む専門科

目を学び，研究活動に取り組ませ，知識・技術を総合し創造する能 

力，必要な知識・技術を自身で習得する能力を養う。 

５．技術を多面的に見るための手法・態度や技術革新の要素に関する基

礎的知識を身につける。そのため，技術を多面的に見るための手法 

・態度や技術革新の要素に関する基礎的知識を身につける工学デザ

イン科目を置く。 

以上によって効果的な教育を行うため，共通科目と工学の専門の基礎知

識及び関心を広げる科目を，相互関連を意識できるように 1年次から 4年

次まで段階的に修得させる。 

本課程は大学院博士前期課程まで学習することを前提とし，大学院へ入学

できる学力を得られるよう個別指導，自律的な学習計画・キャリア計画を

重視し，学期ごとの達成度評価を行う。 

工学部第二部：名古屋工業大学では，「『ものづくり』『ひとづくり』『未

来づくり』を理念として，将来にわたって人類の幸福や国際社会の福祉を達

成する方向を示し，同時にそれに対応できる人材を育成する。」ことを教育

理念としている。 

この実現のため，以下のような観点から，教育課程を編成している。 

1.  １．現象の理解・操作のための数理的基礎知識と科学的素養を身に付け 

2.    る。 



  

２．歴史，文化，社会への理解と技術的観点から考察する能力と技術を       

   新しい生活につなぐ強い使命感，責任感，高い倫理観を身に付ける。 

３．国内外の人々と対話をできるコミュニケーション力と論理的思考力    

を身に付ける。 

3.  ４．基幹となる専門分野の基盤的な知識・技術と新たな知識・技術を習 

4.    得する能力を身に付ける。 
 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.nitech.ac.jp/examination/gakubu/policy.html） 

（概要） 

工学部第一部：名古屋工業大学では，教育理念に従って人材を育成するため

次を満たす学生を広く国内外から受け入れている。  

本学工学部で学ぶ学生は数理的知識とその活用の能力を中心に基礎学力を

もち，本学の理念をよく理解し，工学の使命を果たす意欲をもつ人である。 

〈高度工学教育課程〉（高度工学教育課程とは生命・応用化学科，物理工学

科，電気・機械工学科，情報工学科及び社会工学科の５学科の総称をさす。）  

１．高等学校等で学習する教科・科目の基本的な知識を習得し，これを活

用して課題解決を行う能力をもつ人，特に英語の基礎学力と表現力

をもつ人 

２．工学や科学技術の学習に特に必要となる数学と理科に関する論理的・

数理的・科学的思考力をもつ人 

３．知的探究心が旺盛で，自ら新しい課題を見つけ挑戦し，ものやしく

みを創造することで，自然との共生の上に人々の幸福に貢献する意

欲をもつ人 

 

〈創造工学教育課程〉 

1.  １．高等学校等で学習する教科・科目の基本的な知識を習得し，これを      

2.       活用して課題解決を行う能力をもつ人，特に英語の基礎学力と表現      

3.          力をもつ人 

２．工学や科学技術の学習に特に必要となる数学と理科に関する倫理

的・数理的・科学的思考力をもつ人 

4.  ３．知的探究心が旺盛で，自ら新しい課題を見つけ挑戦し，ものやしく      

5.       みを創造することで，自然との共生の上に人々の幸福に貢献する意     

6.       欲をもつ人 

7.  ４．他者と意見を交わすことのできるコミュニケーション力をもつ人 

 

工学部第二部：名古屋工業大学では「ものづくり」，「ひとづくり」，「未来づ

くり」を教育･研究の理念･目標に掲げ，100 年にわたる伝統の上に新たな風

を吹き込む努力を続けており，倫理観に裏打ちされた人間性豊かな研究者･

技術者を育成しています。そこで，次のような学生を広く国内外から受け入

れています。  

 

https://www.nitech.ac.jp/examination/gakubu/policy.html


  

１．工学や科学技術に幅広く強い関心を持ち，その学習に特に必要となる

数学と理科の基礎学力をもつ人 

２．知的探究心が旺盛で，自ら新しい課題を見つけ挑戦し，ものやしくみ

を創造する意欲をもつ人 

３．将来は研究者･技術者として，自然との共生の上に人類の幸福に貢献

する意欲をもつ人  
 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：https://www.nitech.ac.jp/edu/index.html 

 

③教員組織，教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ １人 － １人 

大学院 － 149 人 138 人 人 56 人 人 343 人 

 － 人 人 人 人 人 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

２人 129 人 131 人 

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

公表方法： 
http://researcher.nitech.ac.jp/search?m=home&l=ja&pp=50 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 

工学教育総合センターの創造教育開発オフィスにおいて，工学教育の質的向

上に資することを目的として，ファカルティ・ディベロップメントの推進及び

授業評価を実施している。また，全学的な視点からファカルティ・ディベロッ

プメント活動の推進を図ることを目的として，平成 29 年 11 月 1 日より名古屋

工業大学ファカルティ・ディベロップメント委員会を設置し，基本方針の策定

及び活動の総括等を行っている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.nitech.ac.jp/edu/index.html
http://researcher.nitech.ac.jp/search?m=home&l=ja&pp=50


  

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

工学部第一部 910 人 950 人 104.4％ 3,660 人 3,983 人 108.8％ 10 人 56 人 

工学部第二部 20 人 24 人 120％ 100 人 115 人 115％ 0 人 0 人 

合計 930 人 974 人 104.7％ 3,760 人 4,098 人 109％ 10 人 56 人 

（備考） 

 

 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

工学部第一部 
926 人 

（100％） 

673 人 

（72.7％） 

227 人 

（24.5％） 

26 人 

（2.8％） 

工学部第二部 
19 人 

（100％） 

7 人 

（36.8％） 

12 人 

（63.2％） 

0 人 

（ 0％） 

合計 
945 人 

（100％） 

680 人 

（ 72％） 

239 人 

（25.3％） 

26 人 

（2.8％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

・主な進学先：名古屋工業大学，名古屋大学，北陸先端科学技術大学院大学 

・主な就職先：株式会社デンソー，トヨタ自動車株式会社，アイシン精機株式

会社，中部電力株式会社 
（備考） 

 

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

工学部第一部 
979 人 

（100％） 

863 人 

（  88.2％） 

89 人 

（  9.1％） 

27 人 

（  2.8％） 

0 人 

（  0％） 

工学部第二部 
22 人 

（100％） 

19 人 

（  86.4％） 

1 人 

（  4.5％） 

2 人 

（  9.1％） 

0 人 

（  0％） 

合計 
1,001 人 

（100％） 

882 人 

（  88.1％） 

90 人 

（  9.0％） 

29 人 

（  2.9％） 

0 人 

（  0％） 

（備考） 

 

 

 

 

 



  

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

名古屋工業大学では，毎年１月～３月に各教員が次年度向けシラバス作成を

行い，「授業の目的」「達成目標」「授業計画」「成績評価の方法」「成績評

価の基準」について記入し，３月中に本学公式 HP に公開している。 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

名古屋工業大学では，成績評価の客観的な指標として GPA 制度を導入し，成

績分布状況を把握することで，適正な成績管理を行っている。また，名古屋工

業大学教育課程履修規程卒業認定基準に定める授業科目及び単位数を修得し

た者については，教授会の議を経て，学長が卒業を認定している。 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

第一部 

生命・応用化学科 124 単位 有 26 単位 

物理工学科 124 単位 有 26 単位 

電気・機械工学科 124 単位 有 26 単位 

情報工学科 124 単位 有 26 単位 

社会工学科 124 単位 有 26 単位 

創造工学教育課程 130 単位 有 26 単位 

第二部 

物質工学科 124 単位 有 20 単位 

機械工学科 124 単位 有 20 単位 

電気情報工学科 124 単位 有 20 単位 

社会開発工学科 124 単位 有 20 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 
公表方法：

https://www.nitech.ac.jp/edu/syllabus/result.html 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 

公表方法： 
https://www.nitech.ac.jp/edu/syllabus/recognition.html 

 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法： 

（土地・建物）https://www.nitech.ac.jp/intro/land.html 

（学生のための施設）https://www.nitech.ac.jp/campus/welfarefac.html 

（交通アクセス）https://www.nitech.ac.jp/access/index.html
       

 

  

https://www.nitech.ac.jp/edu/syllabus/result.html
https://www.nitech.ac.jp/edu/syllabus/recognition.html
https://www.nitech.ac.jp/intro/land.html
https://www.nitech.ac.jp/campus/welfarefac.html
https://www.nitech.ac.jp/access/index.html


  

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

工学部 

第一部 
 535,800 円 

 

282,000 円 

 

0 円 

 
 

工学部 

第二部 
 267,900 円 

 

141,000 円 

 

0 円 

  

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

名古屋工業大学では，学部１～３年次の学生に対し，クラス担当委員（教

員）を配置し，修学指導を行い，先輩のいる学習室「ピアサポート」では，

上級生が履修・学習面及び広く生活面に関する相談に対応している。さらに

基礎科目・専門科目ともに学習相談員（教員）にも相談できる環境が整って

いる。 

 ４年次においては，研究室配属に伴い指導教員を配置し，修学指導・生活

指導にあたっている。 

また，毎年４月に保護者へ成績を送付し，より適切な修学指導を保護者と

連携し行っている。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

名古屋工業大学では，学生自身が納得できる進路決定の一助となるよう，

工学教育総合センターキャリアサポートオフィスと学生生活課が連携し，就

職相談やキャリア形成に関する各種セミナー・就職ガイダンスの実施，イン

ターンシップ事業への取組，求人情報システムによる求人情報の提供等，就

職・キャリア支援の充実を図っている。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

 名古屋工業大学では，学生なんでも相談室，保健センター，学生生活課，

クラス担当教員，指導教員等と連携し，学生の心身に関わる支援，学生生活

に関する支援，障害学生支援について包括的に行っているほか，喫煙に関す

る取り組みも行っている。また，ハラスメント防止委員会を設置し，ハラス

メント防止のための取り組みを行っている。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：https://www.nitech.ac.jp/release/edu/index.html 

 

https://www.nitech.ac.jp/release/edu/index.html

